
【２０２５年度 事業報告】 
 

【年度事業】 
●理事会 5 月 31 日 
 
●総会 6 月 8 日 
 

●講演会 
★第 98 回講演会：6 月 8 日 
・「知ろう！画期的な治療の今」 @ワイム貸会議室神田 
第一部：講演 
小児・食物アレルギー：東海大学医学部 総合診療学系 小児科学 教授 山田 佳之先生 
ぜんそく：独立行政法人 国立病院機構相模原病院 アレルギー・呼吸器科部長 関谷 潔史先生 
アトピー性皮膚炎：東京慈恵会医科大学皮膚科学講座 准教授 勝田 倫江先生 
特別報告 専門医からの体験発表 東京慈恵会医科大学皮膚科学講座 助教 勝又 文徳先生 

第二部   Q&A 
司会(常任顧問)：安藤・間診療所所長 坂本芳雄先生、東京逓信病院皮膚科客員部長 あたご皮フ科副院長  

江藤隆史先生、帝京大学ちば総合医療センター第三内科(呼吸器)教授 山口正雄先生 

  
     常任顧問と講師の先生方                    講演会場(ハイブリット開催) 

★第 99 回講演会：2025 年 11 月 9 日 
・「最新情報を知って自分に合った最適な治療をみつけよう!」 @ワイム貸会議室神田 
第一部：講演 
小児・食物アレルギー：埼玉医科大学小児科教授 板澤 寿子先生 
ぜんそく：日本大学医学部附属板橋病院呼吸器内科准教授 飯倉 元保先生 
アトピー性皮膚炎：東京大学大学院医学系研究科・医学部 皮膚科学 准教授 柴田 彩先生 

   
        講演中の柴田先生                講師・常任顧問とボランティアスタッフ 
第二部：Q&A 
司会(常任顧問):安藤・間診療所所長 坂本芳雄先生、東京逓信病院皮膚科客員部長 あたご皮フ科副院長  

江藤隆史先生、帝京大学ちば総合医療センター第三内科(呼吸器)教授 山口正雄先生 
 



＊講演会での講演内容は希望者に動画で配信し、当日不参加者や再視聴希望者にも専門医の講演を届けた 

 
 
●おしゃべりカフェ(オンライン開催) 
★7 月 31 日 小児「今!知りたい!」食物アレルギー・せんそく・アトピー・花粉症 なんでも話そう 

★8 月 30 日 喘息「普段、何となく疑問に思っていること、話してみませんか？」 
     オブザーバー：管理薬剤師黒木先生 

★8 月 31 日 アトピー「アトピー性皮膚炎について話そう!」               

 
●実践講座とおしゃべりカフェ(オンライン開催) 
★2 月 15 日 「アトピー性皮膚炎患者が語るスキンケアってどうしている

の?」 

★2 月 28 日 「ぜんそくの治療薬を知ろう」講師: 管理薬剤師黒木宏隆先生 

★3 月 15 日  小児・食物アレルギー「患者と医療者が本音で話す診察と治療             
の実情：医療者：小児アレルギーエデュケーター舟木由乙世先生 

 

●名古屋事業 
★イベント「食とアレルギー 私の体」：7 月 6 日 
・アレルギー配慮食品が 日常に溶け込む日が来る事を願いイベントを 
企画し、協賛企業から提供された配慮食品等の試食や配布を行った 

     

●学会等への参加 
★第 124 回日本皮膚科学会総会@パシフィコ横浜：5 月 29 日～6 月 1 日 
・皮膚疾患の患者会 10 団体と共に活動紹介・患者の立場から講演 
・患者会展示コーナーへ出展し、当会活動について広報 

★グローバル皮膚科運営委員会@パリ：9 月 16 日 
・各国の患者団体の代表が参加し、アトピー性皮膚炎（AD）の効果的な政策提言戦

略を通じて、AD 患者のケア、アクセス、転帰の改善を目指す国際会議に参加 

★第 74 回日本アレルギー学会学術大会@東京国際フォーラム：10 月 24 日～26 日 
・一般社団法人アレルギー及び患者の声を届ける会として友の会のブースを出展し、

パンフレットやあおぞらの配布を行い活動の紹介等を実施 

★Global Alliance for Patient Access 主催 免疫介在性慢性炎症性疾患のアジア太平

洋地域患者団体リーダーサミット：福岡にて 9 月 2 日～3 日 
・参加国、日本・中国・韓国・台湾・シンガポール・カナダ・オーストラリア  
・アトピー性皮膚炎患者領域の各国の医療政策の課題で議論。友の会より２名参加。日本リウマチ友の会理事

長とも交流。  
 

●政策提言 
★4 月 17 日：衆議院 田村憲久議員を訪問、高額療養費見直し及び OTC 類似薬除外問題について意見交換並

びに要望書手交     

★4 月 25 日：衆議院 田畑裕明議員主催アトピー性皮膚炎勉強会で患者代表として講演 

★5 月 28 日：厚生労働副大臣 鰐淵洋子氏、経済産業省大臣官房審議官 殿木文明氏へ

「家庭用品による皮膚 障害事例に対する経済産業省および厚生労働省の原因究明事

業の継続」に向けた要望書手交 

★6月 11日：福岡厚生労働大臣へ「高額療養費制度の見直し及び OTC類似薬の保険除外し

に関する要望書」手交 

★6 月 30 日：厚生労働省 第 2 回高額療養費制度の在り方に関する専門委員会にて参考人として意見陳述実施 

★11 月 20 日：社会保障審議会医療保険部会にて参考人として陳述 



★12 月 10 日：立憲民主党社会保障改革総合調査会・会派厚生労働部門合同会議にて、OTC 類似薬の保険適用

除外について患者団体としての見解を陳述 
 

●マスコミ対応・その他 
★6 月 21 日：東京新聞の取材対応「骨太の方針で OTC 類似薬の保険適用除外検討が盛り込まれたことへの受け

止め方、アトピー性皮膚炎患者の立場からの意見」 

★6 月 25 日：毎日放送の取材対応「OTC 類似薬保険適用外について、アトピー性皮膚炎の疾病負荷と患者とし

ての意見」 

★7 月 2 日：高額療養費限度額改正にかかる患者の意見を朝日新聞が取材 

★7 月 29 日：東京都アレルギー疾患対策検討会第 1 回オンライン会議に委員として参加 

★7 月 29 日：アッヴィアートプロジェクトパースペクティブス表彰式に審査委員として列席し賞状を授与 

★8 月 1 日：医薬経済社：高額療養費制度の自己負担限度額見直し及び OTC 類似薬保険外しに関する要望書提

出の取材、8 月号に掲載 

★8 月 5 日：NHK あしたが変わるトリセツショー「長引くせき」の撮影協力(10 月 23 日放送) 

★9 月 9 日：法人賛助会員の社員向け研修会にて患者の立場から講演 

★9 月 11 日：認定 NPO 法人資格継続申請のための東京都による審査を事務所にて実施 

★9 月 16 日：高額療養費制度の見直しおよび OTC 類似薬の保険除外について朝日新聞取材対応 

★9 月 30 日：患者の声協議会運営委員会に参加 

★10 月 3 日：法人賛助会員の社員向けセミナーにて「アトピー性皮膚炎の疾病負荷と

製薬会社の皆様にお伝えしたいこと」を患者の立場から講演 

★10 月 29 日：東京都主催オンライン診療普及啓発シンポジウムで患者団体パネリストと

して参加 

★11 月 12 日：NHK 取材「OTC 類似薬を保険適用からの除外する動きが加速する可能性」についてアトピ

ー性皮膚炎患者として意見陳述 

★11 月 18 日：大学 2 年生のインタビュー依頼に対応：食物アレルギーにおける、外食含む日常にみる当事

者が感じること及び心情について 

★11 月 23 日：朝日新聞『その医療必要？「保険適用の議論 根拠と実態踏まえて」』OTC 類似薬の保険除外の

見直しについての取材を受けた記事掲載 

★12 月 13 日：皮膚疾患の患者団体が集まり疾病負荷を話し合う「いいひふフォーラム」に参加 

★12 月 15 日：環境再生保全機構 2025 年連絡会に参加し当会の活動状況について発表 

★12 月 16 日：高校 1 年生の食物アレルギー分野における起業の為のヒアリングに協力 

★12 月 20 日：J-Forum2025「J-Forum Next Gen 次世代に繋ぐ患者アドボカシーの進化-PPI,協働、そし

て信頼の未来」へ参加 
★1 月 21 日：Google Ad Grants 勉強会に参加    

★1 月 27 日：日本 NPO センター主催「組織基盤強化フォーラム」に参加  

★2 月 28 日：立命館アジア太平洋大学 学生起業家”myshoku”様の「食物アレルギー患者家族の QOL 向上 ー
インサイト分析に基づく外食利用の意思決定基準の考察ー」にてアンケート回答および取組みの

PR に協力 

★3 月 28 日：患者の声協議会 勉強会に参加 

★3 月 21 日：NHK の食物アレルギー（ナッツ）に関する取材協力※4 月 2 日おはよう日本にて放送 
★3 月 18 日：石井食品（株）「アレルギー配慮商品 いっしょがいいね」に関するグループインタビュー参加 
★1 月 1 日から 3 月 31 日：クラウドファンディング『GIVING for SDGs(ソニー銀行支援)』を実施 

テーマ「第 100 回記念講演会を開催 アレルギー疾患で悩む方が自分らしく生き、次世代への希望となる

ために」 
 
【通年事業】 
★月刊誌「あおぞら」「あおぞら Online」を毎月発行し、会員等への最新治療の情報提供を実施 



★電話・メール・オンライン等による療養相談が年間 61 件あり、ピアカウンセリング、患者の立場からの助

言、専門医の紹介などの対応を実施 

★ホームページ・Facebook・X・インスタグラムの更新を随時行い、喘息やアトピー性皮膚炎・食物アレルギー

に悩む多くの方に最新情報と当会活動等を発信 

★メールマガジン「あおぞらクラブ」を毎月発行し、多くの方に情報提供を行なった 
（メールマガジン会員 2026 年 3 月 現在 644 名） 

★イオン主催の「黄色いレシートキャンペーン」の参加を継続。 

 
●運営委員会 
毎月開催し、具体的な活動内容を検討・決定した。 

 

●各委員会 

ぜんそく委員会、アトピー性皮膚炎委員会、小児・食物アレルギー委員会を定期的に開催し、各疾患ごとの患

者の実態やニーズを把握し、当会活動の企画・運営を行った。 
 

●国民をアレルギー疾患から解放する科学と未来の研究会 
毎月開催し 3 つに整理した患者の課題の解決策への論理展開と解決への道について検討した。 
成果として、経済財政運営と改革の基本方針 2025（骨太方針 2025）に、アレルギー疾患（アトピー性皮膚炎

を含む）医療の均てん化促進が明記。 

   
 

以 上 


